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2012 年 1 月 16 日発行 

支部長挨拶  大仲 祥司（土木４７） 

日頃から，会員の皆様には土木海洋会活動にご理解とご協力を賜りまして厚く御礼申し上げ

ます。 

2011年3月11日14時46分ごろ、三陸沖を震源に国内観測史上最大のM9.0の地震が発生した

ことはしっかり皆さんの脳裏に焼きついていることと思います。この東北関東大震災と名づけら

れた震災では、高さが8m～9mに達する津波や液状化、建造物倒壊、火災などで、死者・行方不

明者計約2万人に達し、被害総額が最大20兆円に上る甚大な被害をもたらしました。 

一方、地震と津波により福島第一原子力発電所事故が発生し、放射性物質漏れによる汚染

が起きているほか、日本の原子力発電所の再稼働問題、電力危機なども発生し、発電所の復旧

には建設業界が大いに支援しており、被災地の復旧、復興に向けて建設業界も協力体制を整え

ているにもかかわらず、政府の対応の遅さが、被災地や世論の非難を浴びているところです。 

この地震を契機に、断つことのできない人と人との結びつきである「絆」と言う言葉が良く使われるようになりました。この

土木海洋会関東支部でも「絆」を大切にして、会員皆様に積極的に参加していただき、親睦を図りながらご意見を賜り、この

会を有意義な情報交換の場としてもっともっと有効に活用していただければ幸いに思っています。 

今後ともご支援、ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 

平成２3 年支部総会の報告 H２3.０7.16（土） キャンパスイノベーションセンター（JR 田町駅前） 

平成 23 年度関東支部総会は、7 月 16 日（土）に、愛媛大学サテライトオフ

ィスのご協力のもと、田町のキャンパスイノベーションセンター（ＣＩＣ）5 階に

おいて、20 名のＯＢ／ＯＧ参加のもと開催されました。 

沖縄に赴任中の大仲支部長よりの「ビデオレターによる挨拶」を放映の後、

岩﨑副支部長からご挨拶を頂き、その後、H22 年度事業報告、H22 年度決

算報告、役員の交代、H23 年度事業計画および H23 年度予算についてご承

認頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学からは門田先生に来京賜り、“河川の「流れ」と「環境」をデザインする水制”について、ご講演頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、総会後は、例年通り田町駅前の「藩」で懇親会を開催し、先 輩 ・後 輩 間 の懇 親 を深 める事 ができました。 

 

 

編集   黒坂 佳司（幹事長 /海洋 57）

     香川 涼子（企画   /環建 14）

玉井 秀子（広報連絡/環建 14）
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平成２3 年本部総会の報告 H２3.０8.２0（土） 愛媛大学校友会館 2 階サロン 

 平成２３年度土木海洋会・総会は、８月２０日（土）午後３時より、愛媛大学 校友

会館 2 階サロンにて開催されました。 

河野会長のご挨拶で総会が開始され、平成２２年度事業報告/決算報告、平成２３年

度役員の改選/事業計画および平成23年度予算案を議論しました。 

総会後は、校友会館1階のカフェ・レストラン「セ・トリアン」で交流会が開催されまし

た。校友会館は，学生，教職員，同窓生，退職教職員などの交流の場として利

用することを目的とした施設で、レストランのほか、交流スペース、OBサロンなど

が完備されていますので、皆さん、愛大に行かれた際にはお立寄り下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

秋のレクレーション（横須賀軍港めぐり）の報告  H２3.10.２2(土) 軍港めぐり＆記念艦三笠（神奈川県） 

 楽しみにしていた猿島でのバーベキュー大会が、あいにくの雨天予報

の為に急遽中止となり、プランBとして用意していました京急汐入駅前発

着の横須賀軍港めぐりに変更となりました。乗船時間45分の軍港内散策

でしたが、乗船時まで降っていた雨も出港と同時に上がり、晴れ渡った

秋空の下で海上自衛隊や米海軍の各種艦船の見学を楽しみました。 

軍港めぐりの後は、すぐ近くのヴェルーニ公園内のカフェレストラン 

「コルセール」にて昼食会を行い、その後、タクシーに分乗して三笠公園

まで移動し、昨年見足りなかった、いよいよクライマックスを迎えて盛

り上がる坂の上に登場する「記念艦三笠」を見学後に解散となりました。 

来年は、再度、猿島でのバーベキュー大会に挑戦しますので、皆さん、

奮ってご参加方、宜しくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

   出港前は雨模様                     出港後直ぐに空は晴れ渡り、快適な船旅 

 

 

 

 

 

 

 

ヴェルーニ公園内のカフェレストラン 「コルセール」にて昼食会、名物の横須賀海軍カレーやハンバーガーで舌鼓 

 

 

 

 

 

 

 

ヴェルーニ公園にて     三笠艦橋(東郷元帥立位置)   三笠艦橋(男前の会員２名)     三笠と東郷元帥像 
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第２2 回クラブOH！海土懇親ゴルフ大会の報告 H２3.１1.27(日) 金乃台カントリークラブ（茨城県） 

第２２回クラブＯＨ！海土 懇親ゴルフ大会は、平成２３年１１月２７日（日）に、

前回と同じ“近くて便利な”茨城県牛久の金乃台カントリークラブにて会員８名の

参加で開催されました。 

岩崎副支部長の始球式の後、絶好のゴルフ日和のなかで和気あいあいのゴル

フを堪能し、廣田龍也さん（土木 52）が優勝されました。 

次回（第２３回クラブＯＨ！海土)の開催は平成２４年４月２１日を予定しておりま

すので、これまで参加されていない方も是非ご参加方、宜しくお願い致します。 

 [連絡・問合せ先]  三井造船㈱ 黒坂（海洋 57） 

電話: 090-3175-9184, E-mail: kurosaka@mes.co.jp） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     岩﨑副支部長始球式          １組 (黒坂、岩﨑、廣田、永峰)      ２組 (武智、土岐、加藤、有次) 

 

 

新役員分の挨拶 

○ 幹事 奥山 裕史 （土海 6） 

今年度の総会で幹事に任命されました土木海洋工学専攻６年（1988 年）卒の奥山

です。構造工学研究室より橋梁に強い関心を持って三井造船に入社し、17 年目を迎

えようとしています。橋梁に関わることはかないませんでしたが、これまでは先進技術

を用いた廃棄物処理施設やプラントの土木建築工事のＥＰＣに取り組んでまいりまし

た。  

土木海洋会・関東支部では、中堅として活動に意欲的に取り組む所存です。諸先

輩の築かれたこれまでの活動について若年層に広がる活動をしたいと考えておりま

すので、よろしくご支援いただきますようお願い申し上げます。 

 

 

 

シンガポールにて足場検査 

 

 

 

○ 幹事 塚原 靖男 (環建１２)  

 今年２月の東京への転勤を機に幹事に任命されました、環境建設工学科平成１２年（２０００年）卒

業、平成１４年修了の塚原です。 

大学卒業後、三井造船に入社し、すぐに大分に配属になりこれまで約９年間大分で過ごしてきまし

た。OB 会があるのは、名簿等で知っていましたが、私の居た大分では活動はまったく行われていませ

んでした。こちらに来て活発に活動されているのにびっくりしました。 

この１年間、OB 会に参加させてもらって、いろんな人と出会えてとても楽しい時間を過ごすことがで

きました。来年は、この会がもっと盛り上がるように少しでも参加者を増やしていくよう、幹事として活

動していきたいと思っております。今後ともよろしくお願いします。 
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新年会のお知らせ 

別途、ご案内を差し上げております通り、土木海洋会・関東支部の新年会を下記の予定で開催致します。 

ぜひ多くの方にご参加願いたいと考えておりますので、ご出席方、宜しくお願い致します。 

・日 時：平成 24 年 1 月 28 日（土）午後３時半～ 

・場 所：キャンパスイノベーションセンター東京（CIC） 5 階 

※ 特別ゲストとして、東洋建設株式会社・鳴尾研究所にご勤 務 の藤 原 隆 一 様 (工 学 博 士 )に「波に惹かれて」と 

いうテーマで、ご講演をお願いしております。 

 

編集後記 

 このお正月は、数年ぶりに伊予の実家で過ごしました。 

夜中にぶらり、実家近くの田舎道を散歩がてら歩いたのですが、ひっそりと暗く、

星が瞬いていて、空気が澄んでいることを肌で知りました。東京で過ごしていると「故

郷があるっていいことだ」とよく言われますが、もしかしたらこういう想いを持つこ

となのかもしれないな、と。皆様も、良い新年をお迎えのことと思います。 

どうぞ健やかで穏やかな一年となりますよう。また、新年会でお会いしましょう。 

（玉井/広報連絡） 
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～ 特 集 ～ 
 

 

あなたの肺は大丈夫ですか？ 
 

土木海洋会関東支部 副支部長 岩﨑公平 

 

 

 

 有害ガスやタバコをはじめと

する有害粒子を吸い続けると

肺は慢性的に炎症を起こした

状態になります。この状態が

続くと肺胞壁が破壊され、気管

支が収縮し、酸素と二酸化炭

素の交換ができにくくなってい

きます。これが進行する肺気

腫や慢性気管支炎といった病

気になります。 

 最近では肺気腫や慢性気管

支炎を総称してCOPD（慢性閉

塞 性 肺 疾 患  Chronic 

Obstructive Pulmonary 

Disease ）と呼ばれるようにな

りました。 

生活環境、生活習慣に起因することから 「肺の生活習慣病」 とも言われます。 
 
 

 
 
 

 COPD はゆっくりと確実に進行します。最初は、咳や痰が出る程度のあ

まり気にならないような軽い症状を伴いながら病状は確実に進行してい

き、気がついたときには重篤な状態に陥っています。 

 COPD 患者のおよそ 9 割の方が喫煙者です。また、現在日本では 540

万人が COPD と言われていますが、治療を受けているのは僅か 21 万人

（４％）です。COPD は「国民病」とも言えます。COPD は死因の第 10 位

（2004 年）で、2020 年には世界の死因第 3 位になるという予測されていま

す。 

                                                             肺のＣＴ画像 

                                                             （黄色部分が閉塞している） 
                                                         
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

有害ガス

有害粒子
Ex.タバコ

慢性的炎症

肺胞壁の破壊

気管支の収縮

ガス交換率低下

COPD：肺気腫や慢性気管支炎など

有害ガス

有害粒子
Ex.タバコ

慢性的炎症

肺胞壁の破壊

気管支の収縮

ガス交換率低下

COPD：肺気腫や慢性気管支炎など

○ た ば こ を 吸 っ て い る 。

○ ガ ス や ほ こ り を 吸 い 込 む 場 所 に い る 。

○ 階 段 の 上 り 下 り が き つ い 。

○ 他 の 人 の ペ ー ス で 歩 く の が つ ら い 。

○ せ き が 出 る 。

○ た ん が 出 る 。


